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9はじめに
　アメリカ図書館協会が示す「図書館司書の専門的能
力」は、「1．専門職としての基礎　2．情報源　3．記
録された知識・情報の組織化　4．技術的な知識とスキ
ル　5．レファレンスと利用者サービス　6．研究能力
とその技法　7．継続教育と生涯学習　8．管理と運用」
であるという 1。利用者の視点から司書の専門的能力を
みるとき、「レファレンスと利用者サービス」がもっと
も重要になる。
　学校図書館のレファレンス・サービスは、学校司書
の実践の歴史をみると、レファレンス・サービスがま
ず先にあり、レファレンス・サービスの蓄積が教科学
習と学校図書館との連携の実践につながる経過をた
どっている 2。
　国立国会図書館のレファレンス協同データベース事
業が本格実施となったのは、2005 年である。学校図
書館・学校図書館関係団体が正式に参加できるように
なったのは、2013 年 7 月からだった。レファレンス
協同データベースと学校図書館との関わりは、まだ浅
いといえる。学校図書館の参加館・団体、及びデータベー
スによせられたレファレンス事例から浮かびあがる学
校図書館の姿、レファレンスの特徴を明らかにするの
が本論の目的である。時期は2017年1月末時点とした。
 １．レファレンス協同データベースの概況
 （１）レファレンス協同データベースとは
　国立国会図書館のレファレンス協同データベースの
サイトによれば、「レファレンス協同データベースは、
国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築してい
る、調べ物のためのデータベースです。3」である。ま
た目的として同サイトに以下の文がある。
レファレンス協同データベース事業は、公共図書館、大学
図書館、学校図書館、専門図書館等におけるレファレンス
事例、調べ方マニュアル、特別コレクション及び参加館プ
ロファイルに係るデータを蓄積し、並びにデータをイン
ターネットを通じて提供することにより、図書館等におけ
るレファレンスサービス及び一般利用者の調査研究活動を
支援することを目的とする事業です。4
（２）レファレンス協同データベース累積統計（平成
29 年 1 月末現在）5 より
　レファレンス協同データベースの参加館は、公共図
書館 433 館、大学図書館 183 館、専門図書館 56 館、
学校図書館 39 館、アーカイブズ 9 館、国立国会図書
館 13 館、計 733 館である。学校図書館の館数が全参
加館に占める割合は 5.3％である（図１）。
　データ登録数は、レファレンス事例、調べ方マニュ
アル、特別コレクション、参加館プロファイルの四つ
からなっている。ここではレファレンス事例と調べ方
マニュアルの二つをとりあげる。また上記四つのデー
タ種別は、それぞれ一般公開、参加館公開、自館のみ
参照の三つに分かれているが、ここでは一般公開のみ
のデータをとりあげることにする。
　レファレンス事例の登録数は、公共図書館 64,160、
大学図書館 10,822、専門図書館 5,178、学校図書館
1,224、アーカイブズ 574、国立国会図書館 14,070、
計 96,028 である。学校図書館のレファレンス事例数
が全体に占める割合は 1.3％である（図 2）。
　調べ方マニュアルの登録数は、公共図書館 1,642、
大学図書館 238、専門図書館 137、学校図書館 209、アー
カイブズ 6、国立国会図書館 1,330、計 3,562 である。
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図１　参加館数
公共 大学 専門 学校 アーカイブズ 国会図書館 合計
館数 433 183 56 39（5.3％） 9 13 733
図２　データ登録数　レファレンス事例と調べ方マニュアル（ともに一般公開のみ）
公共 大学 専門 学校 アーカイブズ 国会図書館 合計
レファレンス
事例 64,160 10,822 5,178 1,224（1.3％） 574 14,070 96,028
調べ方
マニュアル 1,642 238 137 209（5.9％） 6 1,330 3,562
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学校図書館の調べ方マニュアル数が全体に占める割合
は 5.9％である（図 2）。学校図書館では、調べ方マニュ
アル登録数の割合が高いということができる。
（３）アクセスランキング　年間アクセス TOP10 と月
毎のアクセス TOP ５
　学校図書館・学校図書館関係団体の参加は、2013
年度からなので、2013 年度から学校図書館の事例を
抜き出した。一般用システムからアクセスのみのカウ
ント、参加館用システムのアクセスは含まないとのこ
とである。
年間アクセス TOP106
　レファレンス事例
　2013 年度　なし
　2014 年度　なし
　2015 年度　4 位　京都女子大学附属小学校図書館
　　　　　　　　　  父が言っていることと違う事実が
　　　　　　　　　  書いてある本があります。本棚に
　　　　　　　　　  並べておいてよいのですか？
　　　　　　　　　  （4 年生児童）
　調べ方マニュアル
　2013 年度　8 位　神奈川県学校図書館員研究会
　　　　　　　　　  スポ根小説／男子中～高校生向に
　　　　　　　　　  お勧めのものを知りたい。恋愛や
　　　　　　　　　  性的描写が多いものは NG。
　2014 年度　4 位　神奈川県学校図書館員研究会
　　　　　　　　　  クリスマスが印象的な小説・クリ
　　　　　　　　　  スマスの本
　2015 年度　1 位　神奈川県学校図書館員研究会
　　　　　　　　　  中・高校生が主役の小説。2012
　　　　　　　　　  年以降に刊行された新しい本。ラ
　　　　　　　　　  イトノベルは対象外。文章がしっ
　　　　　　　　　  かりしており、国語の教材として
　　　　　　　　　  使えそうなもの。
　　　　　　 6 位　 クリスマスが印象的な小説・クリ
　　　　　　　　　  スマスの本
月毎のアクセス TOP ５7
　2015 年 2 月　1 位　京都女子大学附属小学校図書館
父が言っていることと違う事
実が書いてある本があります。
本棚に並べておいてよいので
すか？（4 年生児童）
　2015 年 7 月　5 位　神奈川県学校図書館員研究会
中・ 高 校 生 が 主 役 の 小 説。
2012 年以降に刊行された新し
い本。ライトノベルは対象外。
文章がしっかりしており、国語
の教材として使えそうなもの。
　2015 年 9 月　4 位　神奈川県学校図書館員研究会
女性の同性愛を扱った古典で
すごいのを知り合いがネット
で見つけたらしいが、何か知
らないか。
　年間アクセス TOP10、月毎のアクセス TOP ５では、
京都女子大学附属小学校図書館の事例と神奈川県学校
図書館員研究会の事例が入っている。
（４）学校図書館の参加館・団体 8
　1.(2) において学校図書館の参加館は 39 としたが、
実は単館で参加しているのは、30 である。校種別に
分けると小学校 1 校（私立 1）、中学校 1 校（私立 1）、
中高一貫校 18 校（公立 1　私立 17）、高等学校 10 校（国
立 1　公立 7　私立 2）となる。単館で参加している学
校に私立学校が多いこと、高等学校の場合に公立学校
の数が多いことがわかる。私立学校で学校図書館職員
の配置がある学校、公立高校の場合は小中学校と比較
して正規職員の学校司書配置の割合が高いことが背景
にあると考えられる。学校図書館関係の団体は、全国
組織 1、市の学校図書館組織 2、小中学校の司書組織
1、高校の司書組織 4、に加えてこれらの範囲に含まれ
ない東京学芸大学学校図書館運営専門委員会がある（こ
れについては後述する）。計 9 団体である。高校の司書
組織４は、神奈川県、東京都、京都府、埼玉県で、い
ずれも正規職員の学校司書配置がある都県である。
　この 39 の参加館・団体は、事例を一般公開する参
加館・団体 13 と参加館公開及び自館のみ参照する
参加館・団体 26 に分かれる。参加館・団体のすべて
が、必ずしもレファレンス事例や調べ方マニュアルを
一般公開しているわけではない。単館で多くの事例を
一般公開しているのは、京都女子大附属小学校図書館
（215）、静岡県立韮山高等学校図書館（76）、宮城県白
石高等学校図書館（65）ほかになる。団体では、神奈
川県学校図書館員研究会（408）、東京学芸大学学校図
書館運営専門委員会（216）、東京都立高等学校学校司
書会（191）、京都府立高等学校図書館協議会司書部会
（34）である。
２．学校図書館参加館・団体のレファレンス事例 
　学校図書館参加館・団体のレファレンス事例（一般
公開）1224 件を、東京学芸大学学校図書館運営専門
委員会の 216 件を除いて校種別の表にすると以下のよ
うになる（図 3）。ただし、神奈川県学校図書館員研究
会の事例（408 件）のほとんどは神奈川県立高校の事
例だが、会員に中高一貫校や私立学校を含んでおり、
厳密にはすべてが県立高校というわけではない。デー
タを扱うにあたり、ここでは、神奈川県学校図書館員
11
研究会の事例を公立高校とカウントすることにした。
　東京学芸大学学校図書館運営専門委員会は、「先生の
ための授業に役立つ学校図書館活用データベース」サ
イトを運営している。このサイトは、図書館を活用し
た授業をデータベース化したサイトであり、そのデー
タベースからレファレンス協同データベースに事例を
提供している。その関係で、他の参加館・団体のレファ
レンス事例と比較すると、内容種別に教材（89 件）が
多く、質問者区分も教員（183 件）が多い特徴がある。
また校種も、当初学芸大学附属学校等から出発した関
係で、附属学校等の事例が多い。東京学芸大学学校図
書館運営専門委員会のレファレンス事例 216 件を校種
別に分けると、図 4 になる。なお、このサイトには授
業事例とは別に、日常のレファレンスの項目があり、
216 の事例のうち、38 件は日常のレファレンスからの
事例だった。9
　図 3 と図 4 を合わせ、幼稚園、特別支援学校を除くと、
以下の表になる（図 5）。
　この事例の数は決して多いとはいえない。小学校
296 のうち、215 は京都女子大附属小学校図書館の事
例である。レファレンス事例は、個々の館でまず書き
とめるという作業を必要とする。学校司書がレファレ
ンスを大事だと考え、記録を残す意識づけが肝要であ
る。その意味では、単館や団体で多くの事例を出して
いるところは、レファレンスに対しての意識が高いと
いうことになる。
３．学校図書館の参加館・団体の調べ方マニュアル 10 
　学校図書館の参加館・団体の調べ方マニュアルは、
事例を出すところが限られている。多い順に並べると、
神奈川県学校図書館員研究会が 191 件、灘中学校高等
学校図書館が 7 件、清教学園中・高等学校学校図書館
リブラリアが 7 件、京都府立高等学校図書館協議会司
書部会が 4 件、計 209 件である。
　内容を見ていくと、先にあげた年間アクセス TOP10
の「スポ根小説 ⁄ 男子中～高校生向にお勧めのもの」「ク
リスマスが印象的な小説・クリスマスの本」「中・高校
生が主役の小説。2012 年以降に刊行された新しい本。」
は、レファレンス事例ではないのかと思うが、回答が
ブックリストになっているので、その関係で調べ方マ
ニュアルに入れているということのようだ。調べ方マ
ニュアルでは、上記の内容もあるが、全体としては授
業関連のブックリストが多い。また、清教学園中・高
等学校学校図書館リブラリアは、レファレンス事例の
提供はないが、調べ方マニュアルにだけ事例を掲載し
ている。この 7 例にはすべて、高校生の作成したテー
マに関するパスファインダーと卒論要旨があり、他の
事例とは異なる特徴となっている。
　神奈川県学校図書館員研究会は、レファレンス事例
408 件、調べ方マニュアル 191 件と、学校図書館関係
団体では、もっとも事例の数が多い。その要因として
考えられるのは、この研究会のネットワークのあり方
であるということができる 11。研究会には電子掲示板
を活用した二つのシステム、「①蔵書照会システム」と
「②会員専用掲示板」がある。「①蔵書照会システム」は、
相互貸借のための掲示板であり、「②会員専用掲示板」
は、「学校図書館業務にかかわるさまざまな情報交換」
のための掲示板である。この二つの掲示板上のやりと
りのなかに、レファレンス質問や特定テーマに関する
ブックリストが含まれていて、半ば自動的にレファレ
ンス事例、ブックリストができるしくみになっている。
研究会に所属する個々の会員が、レファレンス協同デー
タベースに直接登録することもできるが、多くは研究
会のレファレンス委員会が掲示板の書き込みを整理し
図3　学校図書館参加館・団体のレファレンス事例1008件　校種別
小学校 中学校 中高一貫校 高等学校 合計
国立
公立 3 777 780
私立 215 13 228
合計 1008
図4　東京学芸大学学校図書館運営専門委員会レファレンス事例　校種別
幼稚園 特別支援 小学校 中学校 中高一貫校 高等学校 合計
国立 4 4 66 41 19 23 157
公立 1 15 20 2 16 54
私立 2 3 5
合計 4 5 81 63 24 39 216
図5　学校図書館参加館・団体のレファレンス事例1220件　校種別
特別支援 小学校 中学校 中高一貫校 高等学校 合計
国立 4 66 41 19 23 153
公立 1 15 20 5 793 834
私立 215 2 16 233
合計 5 296 63 40 816 1220
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登録する形をとるもののようである。また一般公開の
登録の際に、学校や個人が特定されないよう配慮して
いることも、事例の数が多い要因となっていると思わ
れる。
４．レファレンス事例・調べ方マニュアルにみる
　　学校図書館の特徴 
 （１）授業との関連
　授業との関連のレファレンス事例が多いのは、東京
学芸大学学校図書館運営専門委員会である。また、神
奈川県学校図書館員研究会の調べ方マニュアルも、授
業と関連する事例が多い。学校図書館の特徴は、授業
と関連する事例にあるということができる。ただし、
２で書いたように東京学芸大学学校図書館運営専門委
員会の事例はもともと図書館を活用した授業をデータ
ベース化したサイトであること、また神奈川県学校図
書館員研究会をはじめとする団体及び参加館は、どち
らかというと学校図書館の世界では先進的な地域であ
ることを考慮すると、この特徴は、レファレンス協同
データベースに固有の特徴ということになる。
　どのような教科の事例が多いかを、多数の学校が参
加する東京学芸大学学校図書館運営専門委員会の事例
174件と調べ方マニュアル209件について調べてみた。
単館の事例は学校によって大きく異なることがあるの
で、対象としないことにした。東京学芸大学～専門委
員会の事例は 216 件だが、幼稚園 4 例と日常のレファ
レンス 38 件を除く 174 件を対象とした。多い教科の
順に 6 番目までを記述する。国語（61）、社会（21）、
総合学習（17）、理科（13）、家庭（12）、特別活動（10）
である。特別活動の事例は、読書週間等の行事で栄養
教諭と連携しての活動が多かった。
　調べ方マニュアルの方は、209 件のうち、授業であ
ること、教育活動であることが明らかな 106 例を対象
とした。社会（17）、国語（14）、保健体育（13）、修
学旅行（遠足を含む）（11）、家庭（8）、卒論（7）で
ある。記述から授業であることは読みとれるが、教科
名のわからない事例が 17 件あった。授業であること、
教育活動であることが記述されていない103例のうち、
これは授業、教育活動に対応した事例ではないかと疑
われる事例が 29 あった。特定のテーマについての調
べ学習のためのブックリストを探す場合、「先生のため
の授業に役立つ学校図書館活用データベース」ととも
に、このレファレンス協同データベースの調べ方マニュ
アルも、参照する必要があるサイトになっている。
　また、司書にブックトークをしてほしい、という依
頼は、学校図書館に特有のものと考えられる。試しに
レファレンス事例で、‘ ブックトーク ’ をキーワードに
学校図書館を対象に検索すると、32 件出てきた。うち
1 例は個人に対する資料紹介だったので、実際には 31
例である。校種別では、特別支援 1（国立）、小学校 19（国
立 13　公立 3　私立 3）、中学校 10（国立 3　公立 7）、
高等学校 1（公立）の計 31 例。司書にブックトークを
してほしい、という依頼は、小中学校に多いことがわ
かる。長崎県佐世保市立中学校が 6 例、高校の 1 例は
鹿児島県立高校（ともに東京学芸大学学校図書館運営
専門委員会の事例）だった。
 （２）児童生徒からの質問
　個々の児童生徒からの質問は、内容が多岐にわたる
こともあって、特徴をつかみづらい。私見になってし
まうが、児童生徒からの質問には次のような特徴があ
ると考える。
　小学生の場合、○○の飼い方を知りたい、という質
問が多いようだ。学校で飼っている、家で飼っている
など、きっかけはさまざまである。この質問に付随して、
「この虫なに？」（虫をもって質問）、「校庭にこげ茶色
のイモムシがいるから何の虫か知りたい」「先生、カマ
キリが今、タマゴをうんでいます！」（教室から飼育ケー
スを運んできて）「お友達が持って来てくれたアマガエ
ルを忘れて下校してしまいました。どんな餌をあげた
らよいですか？」などなど、小学校の図書館とはそう
いう場所であるという感じがする。
　調べ学習の際に、何をしていいかわからない子がい
る。「何か本はありますか？」（4 年生児童）である。
何をやりたいのか、どうすればいいのか、ただ漠然と
やってきて、漠然とした質問をされることがある。中
学生からも「いったい何を書けばいいんですか？　ど
の本みればいいですか？」と質問された事例があった。
データベースにはないが、私自身高校の司書だった時
代にそうした高校生の相手をしたことがある。
　高校生になると「失恋しました、心が癒される本を
貸してほしい」「女性の同性愛を扱った古典ですごい
の」「読むと、後味が悪くなるような小説」「10 代の活
躍するハチャメチャな小説」「人に裏切られても、やっ
ぱり生きて行くっていいなと思える小説」「恋愛なんだ
けどホラーで、最後みんな死んじゃう、みたいな小説」、
いろいろなことを言っている。自分が読みたい系統の
本がわかってきたということなのかもしれない。また、
2017 年 2 月にアップされた「タイトル不明の本」「タ
イトル不明の小説」「タイトル不明の絵本」「小学生の
頃に読んだ本で、タイトルや詳細が思い出せない」な
どといった質問もよくある。生徒との距離感の近さが
うかがわれる。こうした質問も学校図書館の特徴であ
るということができる。このことは同時に、悩みや打
ち明け話につながりやすい側面があるということでも
ある。
 （３）その他
　授業を担当する教員、担当しない教職員、教育実習
生、ボランティア、保護者などからの質問がある。教
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員からの個人的な質問の中には、授業につながってい
く可能性を秘めた質問もある。ボランティア、保護者は、
小学校に多い。他館種の図書館と違う学校図書館のレ
ファレンス質問は、必ずしも 1 回限りで終わらないと
いうことがある。質問された時点では、不満足な答え
しかできなくても、その後、わかったことを追加で知
らせることをしやすい。ネットワークの支えがあるか
どうか、またレファレンス協同データベースの活用は、
この面で大きな役割がある。
おわりに
　レファレンス協同データベースから浮かびあがる学
校図書館の姿、及び学校図書館のレファレンスの特徴
を、できる範囲で追求してみた。別の分析方法があっ
たのではないか、分析が不十分という点があるかもし
れない。また、今この時点だからこそできた分析なの
かもしれない。
　レファレンス協同データベースへの参加館・団体は、
決して多くない。公立学校の場合は、単館での参加よ
りは、自治体ごとの司書組織で参加する方が実現しや
すいように思う。そのためには、そうした司書組織が
しっかりできていることが必要になる。自治体ごとの
学校司書配置のあり方が問われているのかもしれない。
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